
 

 

 

 

 

     

   

    

2021 年 5 月 23 日 説教「聖霊のご支配」 

      使徒の働き 2 章 37~42 節 

今朝はペンテコステ（聖霊降臨日）です。それを覚えて、使徒の働き 2

章から学んでいきます。 

１．聖霊降臨とペテロの説教（37～38 節） 

①心を刺され（37）「人々はこれを聞いて心を刺され、ペテロとほかの使
徒たちに、『兄弟たち。私たちはどうしたら良いでしょうか』と言っ
た。」イエス・キリストが昇天された後の五旬節。祈りの中にあった
信者たちの真中に、聖霊は降臨しました。天からの響きが起きたので
す。炎のような分かれた舌が現れて、彼らの上にとどまったのです。
彼らは聖霊にみたされ、他国の言葉で話し始めました。ユダヤ人たち
はその状況を見て、驚きあきれました。そして、甘いぶどう酒に酔っ
ているのだとあざける者もいました。そこで、ペテロは 11 人の使徒
たちと共に立ち、語り出しました。彼は、この出来事がヨエル書 2
章の成就であることを伝えた上で、キリストを十字架につけて殺した
のは、一人一人であることを直言します。そして、キリストが復活し
たことも詩篇に預言された通りであったこと、使徒たちはその証人で
あることを伝えます。この福音説教は、当時の背景を知る人々には、
心痛く思われました。聞いた人々は心刺されました。自分に語られて
いると思われ、使徒たちに「私たちはどうしたら良いのでしょう」と
尋ねたのです。 

②悔い改めよ（38）「そこでペテロは彼らに答えた。『悔い改めなさい。』
するとペテロは答えます。「悔い改めなさい。悔い改めるという言葉
は、単に後悔することではありません。キリストを十字架につけてし
まったのは、自分自身なのだ。自らの罪により、キリストは十字架に
つけられたのだと認めることなのです。そして、「悔い改める」とい
うことの意味は、姿勢を百八十度変えるということです。それは今の
時代であっても同じです。ペテロが語ったメッセージは今日でも有効
なのです。 

③聖霊を受ける（38）「そして、それぞれ罪を赦していただくために、イ
エス・キリストの名によって、バプテスマを受けなさい。そうすれ
ば、賜物として聖霊を受けるでしょう。」悔い改めを通してこそ、罪
の赦しが与えられるのです。そして、悔い改めの証しとして、イエス・
キリストの御名によってバプテスマを受けなさいと伝えられました。
バプテスマとは聖霊の注ぎの証としての洗礼のことです。「あなたが
たはバプテスマによってキリストとともに葬られ、よみがえらされる
のです。」（コロサイ 2:12）とありますが、バプテスマによってキリ
ストを十字架につけてしまったものが、キリストとともに十字架上に
死ぬのです。そして、キリストとともによみがえるのです。バプテス
マを受けた者には、賜物として聖霊が注がれるのです。 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https://lh3.googleusercontent.com/-rjrf5USiG2E/VzeRCLTyWnI/AAAAAAAAY5k/sKLv7H6PiFo/s640/blogger-image-805281255.jpg&imgrefurl=http://kyoukaigakkou.blogspot.com/2016/05/&tbnid=hEvCLAoBVAgZbM&vet=10CIwBEDMojAJqFwoTCPCgxI2V3PACFQAAAAAdAAAAABAD..i&docid=4pb21FTarjTvrM&w=360&h=480&itg=1&q=%E8%81%96%E9%9C%8A%E9%99%8D%E8%87%A8%E3%80%80%E7%B5%B5%E7%94%BB&hl=ja&ved=0CIwBEDMojAJqFwoTCPCgxI2V3PACFQAAAAAdAAAAABAD
https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://luther-rose.com/wp/wp-content/uploads/2014/08/8bbee7417197a8cb3b814478aefc6305.jpg&imgrefurl=http://luther-rose.com/?p%3D602&tbnid=YG5hc5kDx_pe5M&vet=12ahUKEwj11aztlNzwAhVPAqYKHcPSBNEQMyhQegQIARB4..i&docid=jTVVAC_FXKaqVM&w=954&h=954&itg=1&q=%E8%81%96%E9%9C%8A%E9%99%8D%E8%87%A8%E3%80%80%E7%B5%B5%E7%94%BB&hl=ja&ved=2ahUKEwj11aztlNzwAhVPAqYKHcPSBNEQMyhQegQIARB4


２．曲がった時代から救われなさい（39～40 節） 
①お召しになる人々（39）「なぜなら、この約束は、あなたがたと、その

子どもたち、ならびにすべての遠くにいる人々、すなわち、私たち
の神である主がお召しになる人々に与えられているからです。」賜物
としての聖霊が与えられるという約束は、主の恵みによって、キリス
トに召し出された人々に与えられるのです。それは、その家族や遠く
にいる人々でも、キリストにある者たちには与えられていくのです。
時代を経た私たちにも約束されているのです。 

②多くのあかし（40）「ペテロは、このほかにも多くのことばをもって、
あかしをし、」ペテロの説教は使徒 2 章に詳しく記されていますが、
実を言うと、さらに多くの言葉や様々な実際の話を加えて語られたと
いうのです。それは福音書において、キリストがなさったみ業や、十
字架周辺のこともあったことでしょう。 

③ペテロの勧め（40）「『この曲がった時代から救われなさい。』と言って
彼らに勧めた。」ペテロは説教後に勧めました。「この曲がった時代か
ら救われなさい」と。曲がった時代とは、創造主なる神から目を離し、
人間中心となり偶像礼拝などがはびこる不信仰の時代です。罪に支配
され、人間関係にも争い、憎しみ、欺き、偽り、殺人、姦淫などが横
行するのです。そのような中に生きる者たちに、神に立ち返っていく
ようにと勧められるのです。 

３．教会の出現（41～42 節） 
①バプテスマ（41）「そこで、彼のことばを受け入れた者はバプテスマを

受けた。」ペテロによる説教後の促しに対して、そこにいなかったと
しても、自分もキリストを十字架につけた罪人であることを認めた
人々がいました。キリストが罪人の身代わりとなって死んでくださっ
たこと、葬られた後によみがえられたことを、彼らは信じたのです。
そして、決心をして、バプテスマを受けていったのです。 

②三千人ほどが（41）「その日、三千人ほどが弟子に加えられた。」その
日に、弟子に加えられた者は三千人ほどに及んだとあります。弟子と
は、キリストを信じ、悔い改めて、バプテスマを受けた者ということ
です。大変な人数ですが、エルサレム教会となる人々が一気に生まれ
ていったということです。それほどに、熱気を帯びていたということ
でしょう。 

③交わり、祈り（42）「そして、彼らは使徒たちの教えを堅く守り、交わ
りをし、パンを裂き、祈りをしていた。」そのようにして、導かれて
きた人たちには、いつのまにか教育もなされていったのです。クリス
チャンとして生きるありかたや、主の御言葉を示されて守り、主にあ
る兄姉との交わり、聖餐式ともいえる時、そして祈り会が持たれ、主
を見上げて一つとなっていたのです。 

《結論》  

ペンテコステというのはギリシャ語。五旬節と訳されます。大麦の

初穂の束を奉献する日から五十日目。七週の祭りとも言われます。ユ

ダヤ三大祭り（他は過越の祭、仮庵の祭）の一つです。そのペンテコ

ステの日に、聖霊降臨があったので、聖霊降臨日のことがペンテコス

テと呼ばれるのです。なお、    教会歴では復活節の日から数え

て 50 日目がペンテコステになります。今年 

    は 4 月 4 日が復活節で、今日が 50 日目のペンテコステとなってい

ます。 

さて、今朝の聖書箇所は聖霊が降臨後、使徒ペテロの説教に感動し

た人々に、悔い改めてバプテスマ（洗礼）が勧められることに始まり

ます。また、バプテスマを受けることによって、聖霊を受けることが

約束されます。すると何と三千人もの人々が信仰に入り、洗礼を受け

ることとなったのです。まさにリバイバル（大覚醒）です。ここにエ

ルサレム教会が始まることになります。そんなことから、ペンテコス

テは教会の誕生日でもあるのです。 

キリスト教会において、ペンテコステは復活節、降誕節と並んで、

三大記念日となっていいます。そこで、教会ではこうした記念日に洗

礼式が行われることが多いのですが、ペンテコステの日に洗礼が授け

られることには意味があります。というのも、ペテロの説教の結論は、

神から離れて迷っている者が、神に立ち返って、バプテスマ（洗礼）

を受けることが勧められているからです。今朝、私たちの教会におい

ても、洗礼式が行われるのは、そんな意味合いがあります。このよう

な日を迎えられた恵みに心から感謝いたします。 

それにいたしましても、この日に三千人もの人々が回心してバプテ

スマを受けるに至ったのには驚くべきですが、何があったからでしょ

うか。それは第一に聖霊降臨という圧倒的な出来事に基づく、聖霊の

ご支配です。そして、第二にペテロを通して福音が語り告げられたこ

とです。キリストの十字架は人間の罪によるものであることを聴衆の

一人一人が認めさせられたことによります。使徒 2 章を読む限り、決

してわかりやすいことを言っているわけではありません。しかし、聖

霊のとりなしで不思議に民の心に響き、悔い改めに導かれました。そ

して第三には、ここでも 42 節でクリスチャンとなった人たちが、御言

葉に学び、主にある交わり、祈りをささげたとあります。ここに秘密

があるのです。聖霊降臨前のクリスチャンたちは復活のイエス・キリ

ストが昇天した後に、熱心に祈り合っていました。そのＤＮＡ（遺伝



子の本体）がエルサレム教会に受け継がれていったのです。エルサレ

ム教会は 47 節を見ると「主も毎日救われる人々を仲間に加えてくださ

った。」とありますが、この教会の基調には祈りと愛の交わりがあった

のです。 

そんなことから、私たちの教会がこれらのことから学ぶことは何で

しょうか。まずは聖霊がご支配くださるようにと願いつつ、聖霊に働

いていただきやすいように、私たちの群れが備え、整えられていくこ

とでありましょう。そのために、どんな時にも福音の原点に立つ教会

を目指すことです。つまり、キリストの十字架と復活の福音が礎であ

ることを覚え、悔い改めの祈りをささげていきたいのです。人間中心

の思想や考えではなく、福音に立つことです。そして、そのためにも

クリスチャンが心を合わせて祈り合い、御言葉に導かれつつ進みまし

ょう。ペンテコステの恵みが我々の上にありますように。 

 

 


